
学校番号 3003 

令和２年度 工業・電気系 

 

教科 工業(電気) 科目 電気基礎 単位数 ２単位 年次 ３年次 

使用教科書 「電気基礎２」 （実教出版） 

 

1 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

 これまで学んだ交流回路の計算方法では、複雑な回路になると、計算が煩雑になります。前期

では、複素数という新しい数を導入し、交流回路における電圧や電流などの計算が簡単にできる

ように応用力を身に付けましょう。さらに、工場やビルなどで用いられる三相交流の基本的性質

と計算法を学習します。 後期は、電気計器による電気量測定法について学ぶとともに、それら

の特性についても理解を深めましょう。実習で取扱う装置も多く学ぶので、イメージしやすいと

思われます。そして、この授業で学んだことを実習でも活かし、学習効果（相互理解）を高める

よう頑張りましょう。 

 

2 学習の到達目標 

 電気技術者として社会に巣立つに際し、電気基礎及び電気計測に関する知識と技術を習得さ

せ、電気技術という観点から広い視野に立って物事を科学的に判断できる能力と態度を育てる。 

 

3 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a.関心・意欲・態度 b.思考・判断・表現 c.技能 d.知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

電気基礎に関する課

題について関心をも

ち、その改善・向上

をめざして主体的に

取り組もうとすると

ともに、実践的な態

度を身に付けてい

る。 

電気基礎に関する課

題の解決をめざして

思考を深め、基礎

的・基本的な知識と

技術を基に、技術者

として適切に判断

し、表現する創造的

な能力を身に付けて

いる。 

電気基礎の各分野に

関する基礎的・基本

的な技術を身に付

け、環境に配慮し、

ものづくりを合理的

に計画し、その技術

を適切に活用してい

る。 

電気基礎の各分野

に関する基礎的・基

本的な知識を身に

付け、現代社会にお

ける工業の意義や

役割を理解してい

る。 

評
価
方
法 

学習状況の観察、確

認テスト、ノート、

発表等 

学習状況の観察、ワ

ークシート、ノート、

発表等 

確認テスト、ワーク

シート等 

 

確認テスト、ノー

ト、定期考査の結果

等 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

 

 



4 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

前
期 

２
学
期 

  

交
流
回
路
の
計
算 

 

・  

三
相
交
流 

三
相
交
流 

   
○記号法の取り扱い 
 
○記号法による計算 
 
○回路に関する定理 
 
 
 
 
○三相交流の基礎 
 
○三相交流回路 
 
○三相電力 
 
○回転磁界 
 

 
○ 
 
 
 
 
 
 
 
 
○ 

 
○ 
 
○ 
 
○ 
 
 
 
 
 
 
○ 
 
○ 
 
○ 
 

 
 
 
○ 
 
○ 
 
 
 
 
 
 
○ 
 
○ 
 
○ 

 
 
 
○ 
 
○ 
 
 
 
 
○ 
 
○ 
 
○ 
 
○ 
 

 
a:複素数について理解し、
その計算方法を学び、記号
法の意味を考える。 

b:指数関数表示と極座標表
示の概念を理解している。  

c:電圧・電流・インピーダ
ンスを複素数を用いて計
算できる。 

d:キルヒホッフ、重ね合わ
せの理、鳳テブナンの定理
について理解を深め、それ
らを使って計算できる。 

 
a:三相交流の基本的な性質
について理解し、且つ表現
できる。 

b:三相交流の結線方法を学
び、それぞれの回路におけ
る電圧と電流の関係につ
いて計算できる。 

c:三相電力の計算法や測定
法を理解する。 

d:三相誘導電動機や三相同
期電動機回転原理である
回転磁界について説明で
きる。 

 
学 習 状 況
の観察 
ワ ー ク シ
ート 
ノート 
確 認 テ ス
ト 
定 期 考 査
の結果等 
学 習 状 況
の観察 
確 認 テ ス
ト 
ノート 
ワ ー ク シ
ート 
定 期 考 査
の結果等 

後
期 

電
気
計
測 
・ 
各
種
の
波
形 

 
○測定量の取り扱い 
 
○電気計測の基礎 
 
○基礎量の測定 
 
○非正弦波交流 
 
○過度現象 

 
○ 
 
○ 
 
○ 
 
○ 
 
○ 
 

 
 
 
 
 
○ 
 
○ 
 
○ 
 

 

 
○ 
 
 
 
○ 
 
 
 
○ 
 

 
○ 
 
○ 
 
○ 
 
○ 
 
○ 

 
a:測定器の動作原理をにつ
いて理解を深め、誤差や測
定値の計算ができる。 

b:各種計器の特徴を理解
し、その用途について発表
を前提にまとめることが
できる。 

c:非正弦波交流における成
分についての言葉や概念
を理解している。 

d:RC、RL直列回路において、
ある定常状態から別の定
常状態に移行する現象に
ついて理解する。また、過
度現象を応用した微分、積
分回路の計算ができる。 

 
学 習 状 況
の観察 
確 認 テ ス
ト 
ノート 
ワ ー ク シ
ート 
発表 
定 期 考 査
の結果等 

 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c:技能         d:知識・理解 

 

 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小

単元）の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）につ

いて○を付けている。 

 


